
長

軒

日

制

長

氏

(

必

)

市

一

日

前

日

間

[

許

認

時

一

軒

川

町

、

ぃ

H
T
J即
日

駐

日

計

町

民

間

同

議
二
期
・
建
設
農
林
・
総
務
商
工
各
委
一
で
県
教
育
委
員
会
よ
り
京
認
さ
れ
、
同
一
ま
た
所
得
税
だ
け
で
な
〈
事
業
税
や
一
び
固
定
資
産
台
帳
の
相
談
を
受
け
持
つ

員

長

搾

任

・

農

業

・

八

多

喜

一

日

就

任

さ

れ

ま

し

た

。

一

住

民

税

も

安

〈

な

り

ま

す

の

で

、

国

税

一

て

い

あ

尊

門

担

当

著

が

「

五

の

日

」

の

一

〔

兵

頭

民

略

歴

〕

一

地

方

税

を

合

わ

せ

ま

す

と

、

納

め

る

税

十

税

の

相

談

臼

は

も

ち

ろ

ん

、

そ

れ

以

外

新

教

育

長

に

一

昭

和

八

年

一

一

京

城

帝

国

大

学

法

文

学

部

一

議

室

申

告

書

十

万

三

千

二

重

ハ

一

の

日

で

も

相

談

に

応

じ

て

い

ま

す

。

兵
頭
正
氏
一
卒
業
、
震
女
子
師
範
学
校
教
授
、
京
一
四
国
電
力
奇
営
業
所
在
、
電
気
一
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
、
早
急
に
最
ー
に
な
り
ま
す
が
、
青
色
申
告
を
し
一
・
六
洲
税
務
署
圃

一
械
工
業
専
門
学
校
教
授
、
終
戦
に
よ
り
一
設
備
の
保
守
に
つ
き
ま
し
て
日
夜
万
全
一
寄
り
の
営
業
所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
一
て
い
な
い
人
は
十
九
万
六
壬
一
一
百
九
十
「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

L

P

V

一
内
事
揚
げ
後
、
長
浜
高
等
学
校
、
宇
一
の
努
力
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
互
い
。
ま
た
震
の
近
く
で
の
雇
築
作
一
円
に
な
り
手
の
で
、
差
し
引
き
九
万
一
一
郵
便
番
号
を
一

一
九
島
?
蜘
鵬

V
一
和
高
等
学
校
長
、
西
条
教
育
事
務
所
長
一
に
し
て
、
天
災
や
人
災
な
ど
に
よ
り
停
一
業
」
「
樹
木
の
伐
採
」
「
テ
レ
ビ
の
ア
一
一
一
一
千
百
三
十
円
も
よ
け
い
に
納
め
る
こ
一
一
書
き
ま
し
ょ
う
一

也
購
繍
輔
糟
緬
噛
輔
副
盟
，
大
洲
高
等
学
校
長
、
宇
和
島
東
高
等
学
一
電
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
一
ン
テ
ナ
た
て
」
「
長
尺
物
の
ふ
り
ま
わ
一
と
に
な
り
ま
す
。
一
一
郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
一

O

一
般
会
計
補
正
予
算
補
正
総
書
の
お
も
な
も
の
は
、
大
型
車
一
万
五
千
円
、
富
士
山
、
稲
荷
山
公
園
の
一
山
開
問
機
《
轟
奮
を
歴
任
、
昭
和
四
十
一
奇
四
月
退
一
事
故
発
生
に
際
し
ま
し
て
は
、
一
刻
ち
と
な
ど
を
さ
れ
る
と
き
は
、
国
電
右
手
ん
な
所
得
の
あ
る
人
が
青
色
申
告
ト
一
で
す
一

額
は
六
千
四
士
一
万
八
千
円
(
一
般
会
一
築
費
八
百
四
十
六
互
ハ
千
円
、
高
山
一
整
備
費
七
百
八
万
六
千
円
、
都
市
下
水
一
二
一
襲
戦
勝
量
亀
一
職
。
一
早
く
復
旧
す
あ
た
め
総
刀
を
つ
く
し
て
一
力
へ
C
連

絡

い

た

ぎ

と

と

も

に

、

感

一

を

で

き

る

か

。

一

一

大

洲

郵

便

局

一

計
総
額
は
あ
わ
せ
平
一
億
七
千
四
百
一
林
道
新
設
事
業
費
四
百
一
干
高
、
第
一
路
追
加
工
事
書
十
三
万
円
、
三
塁
…

j
j
j
d醐
可
一
(
住
所
喜
多
郡
長
浜
町
下
譲
)
一
お
り
ま
す
が
、
な
に
ぷ
ん
に
も
数
十
キ
一
事
故
な
ど
の
な
い
よ
う
、
十
分
量
一
所
得
税
法
に
よ
る
不
動
産
所
得
、
干

i
l
l
1
1
1
1国

駐
車
駐
実
寄
讃
F
は
立
日
詰
瓦
日
時
眠
恥
百
起
詰
庁
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鴻

獄

醸

麟

麟

離

麟

縫

鱗

一

τ
百

復E
量量干壬一コ三ニ一百完九十主五九秀万天八千再円な宮どi云
一

ττ
会
含
の
同
意

Zそ毒得て量後壁任
i員
需E
ヂ

に

とf一7昨
量i量z員;書
Ei
井蓄命裏富長震氏の言辞産任一

ττ
室
言
;
でEに
長

E富層を雲
?
要
李ZすZる乙
ゑ
と
奈

iι
が」す一

Iττ
閤
雪
?
!
とtE
し

主

て

各

種

の

サ

ー

ビ

ス

皇

よ

い

か

一

の

近

視

泌

総

麟

鱗

機

購

麟

輔

機

購

総

繍

欄

一

C

菅
田
中
学
校
二
ニ
善
小
学
校
水
泳
一
量
震
が
任
命
さ
れ
ま
し
=
。
一
-
枠
内
後
任
に
幸
崎
猪
行
氏
(
量
一
あ
り
ま
す
。
乙
の
よ
っ
な
場
合
、
み
な
一
お
こ
な
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
一
言
1
告
を
し
た
い
人
は
、
繁
一

融
腕
酷
醸
麟
鶴
擁
翻
拘
鱗
鶴
純
一
プ
ー
ル
連
設
委
員
会
条
例
菅
田
中
一
大
洲
市
教
育
委
員
会
は
周
目
玉
宮
)
を
署
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
す
の
と
連
絡
に
よ
り
事
故
現
場
章
一
期
し
て
お
り
ま
芸
、
日
常
に
お
い
て

7
1行
け
の
富
里
口
承
認
申
一
ち
か

2
、
小
中
学
生
の
近
視
カ

ゐ
線
盟
輯
鵡
岬
騒
鞠
鞠
麟
麟
月
一
学
校
と
一
一
一
善
小
学
校
に
水
泳
プ
ー
を
一
塁
を
開
き
、
後
任
教
夏
の
方
選
を
一
た
。
一
く
費
で
き
、
信
も
?
な
つ
あ
一
書
に
努
力
を
し
て
い
安
す
の
で
、
電
一
請
書
、

E
g
-
-ふえ
て
い
ま
す
。

三

本

主

将

主

計

三

鎚

題

議

睡

一

連

設

す

る

た

め

に

付

属

機

関

と

し

量

一

[

l

l

一
歩
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
語
関
し
て
、
お
気
づ
き

8、
ど
一
る
年
の
三
月
十
五

7
E最
近
の
こ
ど
も
は
二
ア
レ
ピ
を
よ
く

を
F制
許
可

F融
問

錨

醐

九

員

会

を

設

け

る

も

の

。

一

一

震

が

「

切

れ

て

い

る

」

「

混

線

し

て

一

ん

な

こ

と

で

も

結

構

で

す

か

ら

、

色

連

一

の

蓄

広

提

出

し

て

帳

簿

を

つ

け

見

ま

す

が

、

そ

の

と

き

画

面

に

近

づ

い

海

一

一

霊

園

割

一

綴

鱗

滋

齢

輔

欝

韓

日

一

議

長

森

本

、

副

一

勤

労

青

少

年

の

グ

ル

ー

プ

づ

く

り

耳

目

医

す

ま

!

三

-f義
L
説
日
持

一
主
一
羽
一
一

6
4一
総

務

態

船

購

隣

瞬

間

一

議

長

祖

母

井

氏

一

青

少

年

を

守

る

運

動

(

十

一

月

)

一

zi--「!
l

l

一

日

韓

問

日

百

円

Y
E
N
-義つ

一

一

一

二

一

一

一

ド

認

説

鳴

臨

臨

鵬

日

一

缶

詰

員

長

時

計

語

一

耳

目

立

語

l
ブ

自

の

理

一

時

る

た

め

展

示

会

一

@

説

日

警

一

一

五

時

十

日

告

一
一
一
一
二
直

F
R
J一
ふ
さ
主
欝
官
蜘
輔
鞠
輔
趨
翻
麟
予
一
震
に
、
議
長
に
森
本
号
、
リ
議
長
一
さ
れ
て
円
ま
れ
そ
こ
で
十
一
月
は
こ
一
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
一
解
と
交
響
君
、
青
少
年
育
成
汗
l

i

l

-

-

」
一
十
四
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
っ
ち
、
号
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
で
す
が
、
た

一

一

一

二

三

一

掴

婦

此

古

川

誠

司

輔

盟

鰯

韓

正

一

に

富

差

異

議

員

を

れ

ら

を

の

勤

労

青

少

年

の

実

態

を

は

握

し

1
1
一

関

係

者

と

意

見

星

空

て

青

少

一

一

た

ば

こ

は

一

一

な

f
i
f
-
-なこ
と
で
す
寝
な

3

一

三

三

一

当

者

窃

品

調

じ

欝

器

購

補

一

ま

し

た

一

略

歴

〕

十

月

訪

日

日

記

占

訪

日

時

健

康

一

軒

町

内

臨

時

」

一

市

内

で

一

一

言

ド

一

日

民

主

一

広

E
M
m
v一
お

hw宵麟韓
関

朝

一

h訪
日

間

日

(

話

一

訪

日

十

私

自

主

訪

問

諸

訂

一

帥

l
川

担

当

ン

お

よ

び

ス

」

「

何

日

ド

一

一

一

一

一

一

間

指

針

川

町

立

訪

問

訂

訪

日

「・

Em---za目
‘
問

d
一

i
i
j
i
v
i
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-
-ー

!

t

-

z

一
勤
労
青
少
年
グ
ル
ー
プ
相
互
間
一
一
回
、
価
格
変
動
準
備
金
の
繰
入
れ
一
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一

三

調

理

老

人

が

さ

さ

ミ

長

尽

jsssssssss一回一
出
品
一
回
討
議
一
口

T
i
t
i
-ク一国
税

だ

よ

り

一

五

、

退

職

警

引

当

金

の

z
i
p
-
A

=
一
三
一
一
二

i
.
4助
主

主

教

養

の

向

上

と

自

ら

健

康

(

石

岡

市

襲

撃

長

生

き

と

健

康

一

導

一

五

1
シ

ョ

シ

、

ス

ポ

ー

ツ

活

動

一

て

ハ

、

耐

用

年

数

の

短

縮

一

に

関

係

が

あ

り

ま

す

。

平

ど

も

の

偏

食

一一一一一一一

D
還

に

努

め

る

と

と

も

に

、

新

し

い

に

つ

い

て

(

清

水

車

交

通

教

室

(

一

青

少

年

の

裏

書

め

、

自

主

一

を

実

施

す

る

。

一

納

税

者

に

有

利

な

一

七

、

純

損

失

の

繰

越

し

と

襲

し

一

室

く

し

て

野

菜

、

果

実

、

パ

タ

な

一

一

一

一

一

一

一

時

代

と

の

調

和

を

は

か

る

こ

と

の

必

要

大

聖

書

交

通

課

長

-

第

一

百

自

の

一

活

動

の

促

進

を

図

る

た

め

、

墨

田

-

え

ひ

め

の

青

少

年

写

頁

展

開

催

一

青

色

申

告

一

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

一

ど

を

と

ら

せ

る

配

管

心

要

で

す

。

一

一

三

=

性

を

体

得

す

る

撃

を

老

人

に

与

え

、

古

は

、

老

人

里

設

に

つ

い

て

(

一

お

よ

び

地

域

に

お

け

る

グ

ル

ー

プ

青

少

年

団

体

活

動

資

料

お

よ

ぴ

一

一

芝

、

霊

や

不

服

申

し

立

て

な

ど

一

ま

た

乙

ど

も

は

泣

〈

乙

と

が

を

、

社
交
と
協
調
の
重
要
性
を
一
段
と
語
大
洲
市
福
祉
事
務
所
、
岡
望
台
ち
一
ぎ
り
を
働
き
か
け
る
。
一
青
年
海
外
派
遣
記
録
写
真
雪
勤
一
昭
和
早
四
年
度
分
の
所
得
金
額
が
一
の
特
例
が
あ
る
ほ
か
、
税
金
主
く
な
一
き
た
な
い
手
で
よ
く
塁
こ
す
り
ま
す

さ
す
た
め
に
、
老
人
大
学
大
洲
教
室
を
の
世
界
情
勢
と
日
本
に
つ
い
て
(
震
た
一
回
勤
労
青
少
年
グ
ル
ー
プ
交
歓
会
一
労
青
少
年
に
広
く
紹
介
し
、
今
後
百
五
十
万
円
で
、
扶
養
親
族
な
ど
す
べ
一
る
だ
け
で
な
〈
、
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
一
こ
の
た
め
結
膜
炎
や
モ
ノ
モ
一
フ
イ
革

開

催

し

、

あ

わ

せ

て

老

人

ク

ラ

ブ

活

動

富

社

、

木

村

襲

撃

ら

各

氏

に

人

一

i

l

1

l

i

l

i

-

-

-

i

i

一
て
の
条
件
が
同
じ
で
あ
る
人
高
に
と
っ
て
、
警
の
内
容
や
資
金
の
状
主
乙
し
や
す
い
も
の
で
す
。
手
を
清
潔
に

老
一
家
畜
の
し
尿
処
理
は
適
切
に
一
っ
て
、
青
色
申
告
者
と
そ
う
で
な
い
人
一
言
よ
く
わ
か
り
、
経
営
宏
署
ー
し
て
、
自
を
こ
す
ら
な
い
よ
う
な
し
つ

く

一

に

ヨ

一

一

と

の

税

金

を

比

べ

ま

す

。

一

事

業

の

拡

張

に

も

役

立

ち

ま

す

。

一

け

も

た

い

せ

つ

で

す

。

聞

一

水

質

の

汚

染

や

農

作

物

の

被

害

に

一

乙

の

計

算

例

語

、

霊

専

従

者

は

一

h
i
i
j
i
i
i
i
ω
7
bと
も
と
、
目
は
発
生
学
的
に
は
、

を

一

:

一

奥

さ

ん

と

長

男

の

子

八

で

、

そ

の

給

与

一

一

斗

一

月

一

日

カ

ム

千

日

間

旧

一

脳

の

一

部

が

く

び

れ

て

で

き

た

も

の

で

し
一
震
や
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
産
卵
鶏
の
多
一
ま
し
く
な
く
、
万
平
等
伝
染
病
で
一
額
は
そ
れ
ぞ
れ
二
万
円
、
ボ
ー
ナ
ス
は
一
一
は
、
「
納
税
者
の
声
高
く
…
一
す
か
ら
、
眼
底
の
繁
い
た
く
さ
ん
の

話
一
頭
羽
飼
育
が
盛
ん
に
な
り
、
私
達
の
食
一
も
発
生
し
た
場
合
、
乙
れ
が
水
質
汚
染
一
二
カ
月
分
、
年
末
の
売
掛
金
は
五
十
万
一
一
旬
問
。
」
一
審
は
神
経
の
様
子
を
よ
く
表
し
ま
す

U
一
生
活
と
体
位
の
向
上
、
ま
た
体
力
の
増
一
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
、
し
尿
一
円
、
ま
た
、
た
な
卸
資
産
は
百
二
十
万
一
一
皆
さ
ん
の
が
芦
d

に
耳
を
傾
一
一
そ
れ
で
目
を
み
る
と
そ
の
人
の
心
の
動

じ
百
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ん
と
っ
一
を
流
し
た
人
の
責
任
は
重
大
な
こ
と
に
一
円
が
あ
り
、
扶
養
親
族
は
子
供
が
二
人
一
一
け
税
務
行
政
を
よ
り
よ
い
も
…
一
章
、
健
康
状
態
が
よ
る
か
り
ま
す

熱
一
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
一
な

2す
。
一
い
る
も
の
と
し
ま
す
。
一
…
の
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
三
目
は
お
窓
」
と
い
わ
れ
る
の
は
こ

し
か
し
、
集
団
飼
育
が
進
む
に
つ
れ
一
家
琶
を
飼
っ
て
お
ら
れ
ま
す
方
は
し
一
な
お
、
社
会
保
険
斜
は
四
万
八
千
円
一
一
一
一
の
た
め
で
す
。

て
一
番
困
り
ま
す
こ
と
は
、
震
の
処
一
尿
の
適
E
な
処
理
を
し
て
、
健
康
で
問
一
生
命
保
険
性
五
万
円
以
上
、
損
害
保
守
。
皆
さ
ん
の
お
声
を
お
関
型
紫
外
線
の
強
い
秋
乙
そ
、
自
主
い

理
で
す
。
河
川
に
流
し
た
り
、
畑
等
に
工
島
づ
く
り
に
C
協
力
く
だ
さ
い
ま
一
監
は
こ
千
円
以
上
支
払
っ
て
い
る
も
か
せ
く
だ
さ
い
。
す
つ
に
い
た
わ
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い

山
積
み
し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
き
ま
す
一
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
の
と
し
ま
す
。
乙
の
場
合
、
青
色
里
己
大
洲
税
務
署
叩
け
ま
せ
ん
ο

と
、
ハ
ヱ
の
発
生
源
や
生
活
環
境
上
好
一
一
者
の
所
得
税
は
、
青
色
申
告
を
し
て
い

N
H
Kだ
よ
り
十
月
持
よ
り

昭和 44年 10月 20目

健康なからだをつくり、高い教養を身に

つける。
0 郷土の芸術を育て、文化財を大切にする。。スポーツをさかんにし、すこやかな心とからだを
つくる。(大洲市民憲章)
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市の人口(10月1日)

人口 39，501人
男 18，737人女

世帯数 10，287世帯
面積 匂240.93平方キロヌートル

発行大洲市役所

編集企画室

20，764人
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大
洲
学
園
増
築
費
な
ど

九
月
市
議
会
補
正
予
算
を
可
決

三
市
議
会
九
月
定
例
会
は
九
月
二
十
四
日
か
ら
一
七
日
間
関
か
れ
、
菅
田
中
学
校
、
三
善
小
学
校
の
水
泳
プ
一

=

l
ル
建
設
費
な
ど
を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
六
千
四
十
二
万
八
千
円
、
大
洲
南
中
学
校
校
舎
連
設
一
一

二
の
工
事
請
負
契
約
締
結
議
案
な
ど
二
十
四
議
案
、
陳
情
、
請
願
八
件
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
一
一

二
可
決
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。
議
決
し
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

百

人

が

受

講

愛
媛
老
人
大
学
大
洲
教
室

の
促
進
を
は
か
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
よ
る
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、
出
席
し
た

に
、
愛
媛
県
と
大
洲
市
が
主
催
し
、
大
老
人
達
は
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
、
な

洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
大
洲
市
社
か
に
は
メ
モ
を
と
る
人
な
ど
も
見
受
け

会
福
祉
協
議
会
の
後
援
で
十
月
六
・
七
ら
れ
ま
し
た
。

の
一
百
聞
大
測
市
民
会
館
に
約
二
百
人
講
演
が
終
っ
た
後
た
だ
ち
に
閉
会
式

が
参
加
し
、
愛
媛
老
人
大
学
大
洲
教
室
が
お
こ
な
わ
れ
、
出
席
者
会
員
に
終
了

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
証
書
が
渡
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
り

第
一
日
自
の
六
日
は
、
開
会
式
の
あ
ま
し
た
a

電
気
の
事
故
防
止

み

ん

で

協

力

を

な



ゃ
、
七
日
夜
は
特
別
外
泊
も
許
可
さ
れ
一

一
喜
ん
で
我
一
一
家
に
帰
り
ま
し
た
。
一

一
ま
た
、
八
日
午
後
に
予
定
さ
れ
て
い
一

一
た
観
閲
行
進
が
雨
で
中
止
に
な
っ
た
た
一

一
め
、
九
日
朝
、
市
内
目
抜
通
り
を
、
赤
一

一
い
マ
フ
ラ
ー
の
地
元
出
身
隊
員
を
先
頭
一

一
に
堂
々
の
市
中
行
進
を
お
こ
な
い
、
市

十
月
七
・
八
・
九
の
一
言
閥
、
自
衛
一
一
一
佐
以
王
一
一
百
六
十
余
名
が
南
予
機
動
一
て
露
営
し
ま
し
た
。
一
民
の
観
迎
を
受
け
ま
し
た
。

大
隊
長
後
藤
田
一
演
習
の
た
め
来
洲
、
大
洲
河
原
に
お
い
一
乙
の
演
習
部
隊
に
は
、
一
週
間
前
に
一
乙
の
あ
と
、
一
ラ
丸
由
民
会
館
前
に

一
入
隊
し
た
ば
か
り
の
地
元
出
身
の
震
一
集
合
、
九
時
に
大
型
建
慢
し

一
員
も
参
加
し
て
お
り
、
家
族
と
の
面
会
一
ま
し
た
。

間
良
一

一一
を絡連と部会H指で前館会民市

(2) 

南
予
機
動
演
習
で
来
洲

昭和 44年 10月20日
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秋
祭
り
を
楽
し
く

報開

見
物
は
安
全
な
場
所
で

-.:Jも

ミ
コ
シ
や
太
鼓
台
の
関
孫
者
は
、

け
が
を
し
な
い
よ
う
、
ま
た
見
物

人
な
ど
に
け
が
を
さ
せ
な
い
よ
'
フ

次
の
乙
と
伊
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
責
任
者
の
指
示
に
従
っ
て
運

行
す
る
こ
と
。

二
、
順
路
、
順
位
、
時
間
な
ど
の

許
可
条
件
を
薩
実
に
守
る
こ
と

一
二
、
酒
に
酔
っ
た
人
や
届
け
出
て

い
な
い
か
き
夫
に
は
、
ミ
コ
シ

や
太
鼓
台
を
か
か
さ
な
い
こ
と

四
、
世
話
察
官
の
交
通
整
理
や
指
示

に
従
う
こ
と
。
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毎
年
秩
訳
出
り
に
は
、
雑
踏
事
故
の
た

め
、
死
者
や
げ
が
人
を
出
し
て
お
り
ま

す
。
み
ん
な
で
次
の
こ
と
伊
守
っ
て
、

乙
と
し
こ
そ
死
者
や
け
が
人
の
な
い
楽

し
い
平
和
な
秩
祭
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

Q
ミ
コ
シ
や
太
鼓
台
な
ど
の
関
係
者

占

4昨
年
愛
媛
県
内
の
秩
祭
り
で
、
ミ

コ
シ
や
太
鼓
台
な
ど
の
か
き
夫
の

か
た
が
十
六
人
も
け
が
を
し
て
お

り
ま
す
。
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、

は
ち
合
せ
と
運
行
中
に
起
き
て
お

り
ま
す
。

じ
よ
う
ず
に
ダ
イ
ヤ
ル
を

電
話
番
号
の
う
ろ
覚
え
は
禁
物

寸
』
'

n
h
U
 
(
 

十
月
一
王
百
は
憲
一
室
墨
田
記
今
宵
一
り
ま
し
た
ロ

で

す

。

一

と

こ

ろ

で

、

乙

の

文

明

の

利

器

も

使

日
本
で
初
め
て
東
京
i
横
浜
閣
の
電
一
い
万
一
つ
で
ず
い
ぶ
ん
と
そ
の
価
値
が

信
線
建
設
工
事
に
着
手
し
た
の
が
、
明
一
違
っ
て
き
ま
す
。
乙
の
際
日
常
の
電
話

治
二
年
十
月
二
土
ニ
日
で
す
。
一
の
か
け
方
に
つ
い
て
も
う
一
度
注
意
し
'

一

三

一

7
一
な
っ
た
り
‘
ダ
イ
ヤ
ル
と
ダ
イ
ヤ
ル
の
一
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
電
話
交
換
業
務
は
、
朋
治
二
一
て
み
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
記
憶
7
1
一

一

一

一

閣

で

休

ん

だ

り

す

る

乙

と

は

あ

り

ま

せ

一

多

い

と

こ

ろ

で

は

十

ケ

タ

も

ωダ
イ

士
二
年
十
二
月
十
六
日
東
京
一
の
加
入
者
一
で
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
一
一

一
」
一
ん
か
。
こ
ん
な
場
合
は
、
話
中
音
と
な
一
ヤ
ル
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
在
、

一
五
五
、
横
浜
の
加
入
者
四
二
で
開
始
一
の
た
め
に
ダ
イ
ヤ
ル
途
中
で
お
や
め

γ
一

一

一
一
っ
て
相
手
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
一
記
憶
だ
け
で
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
の
は
無
理

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

一

を

相

手

が

話

し

中

と

感

違

い

さ

れ

て

い

一

で

す

。

ダ

イ

ヤ

ル

は

メ

モ

を

見

な

が

ら

大

洲

聞

の

電

話

交

換

業

務

も

、

朋

治

一

↑

一

る

乙

と

が

多

い

よ

う

で

す

が

、

こ

れ

は

一

刀

ズ

ム

に

の

せ

て

回

し

ま

し

ょ

う

。

四

十

四

年

十

二

月

二

十

六

日

加

入

者

数

一

一

一

相

手

方

の

話

し

中

で

は

な

く

、

か

け

ら

一

大

訓

電

報

電

話

局

六
一
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
一
一

れ

た

闘

の

ダ

イ

ヤ

ル

の

し

か

た

が

悪

い

一

は
約
三
0
0
0加
入
と
著
し
い
躍
進
を
一

遂
げ
、
全
国
ほ
と
ん
ど
の
と
乙
ろ
ヘ
ダ
一

イ
ヤ
ル
市
外
通
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
一

。
見
物
人
の
み
な
さ
ん
は
-

一
、
激
し
く
動
い
て
い
る
ミ
コ
シ
一

や
太
鼓
台
な
ど
に
は
、
あ
ぶ
な
一

い
の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
一

ま
し
ょ
う
。

二
、
車
道
で
は
、
絶
対
に
見
物
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
玉
が
き
や

石
燈
ろ
う
の
根
元
、
あ
る
い
は

屋
根
や
木
の
上
な
ど
は
危
険
で

す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
、
絶

対
に
見
物
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

三
、
子
供
や
老
人
は
、
で
き
る
だ

け
入
門
」
み
を
さ
け
、
付
添
人
と

い
っ
し
ょ
に
安
全
な
場
所
で
見

物
し
ま
し
ょ
う
。

。
自
動
車
を
運
転
す
る
か
た
は

事

農

メ

う

ま

い

米

を

作

ろ

う

モ

O

高
温
で
一
時
に
乾
傾
す
る
と

胴
割
米
が
出
る
の
で
、
快
情
の

臼
に
は
加
温
し
な
く
て
も
よ
い

が
、
火
力
の
熱
風
の
温
度
は
、

晴
天
で
気
温
よ
り
摂
氏
五
度
i

十
度
、
曇
天
で
摂
氏
十
度
i
十

五
度
〈
ら
い
ま
で
と
す
る
。

。
乾
燥
む
ら
を
お
こ
さ
な
い
た

め
に
は
、
平
型
の
場
合
、
籾
の

高
さ
四
0
セ
ン
チ
メ
ト
ル
く

ら
い
の
堆
積
と
し
、
乙
の
上
に

四
つ
切
り
の
新
聞
紙
を
乗
せ
て

み
て
、
一
二
1
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
浮
い
て
無
重
力
状

態
の
よ
う
に
な
る
の
が
適
当
で

す。

豊
作
続
き
の
稲
作
も
喜
ん
で
ば
か

り
お
ら
れ
な
い
時
勢
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
は
ど
う
し
て
も
品
質
の
良
い
米

を
作
る
乙
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
こ
れ
か
ら
の
作
業
に
つ

い
て
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

川
山
稲
架
干
し

ω場
合
も
、
水
田
に

排
水
溝
を
作
り
、
回
面
の
乾
燥
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

同
籾
乾
燥
は
、
最
近
火
力
等
学
利

用
し
た
通
風
乾
燥
機
が
使
わ
れ
る

大
洲
市
指
定
天
銀

言E
4T 

物

宇

津

の

サ

ザ

ン

所
在
地
大
洲
市
菅
田
町
宇
津
大
野
邸

所

有

者

全

右

大

野

淳

子

氏

(
昭
和
げ
年
川
月

3
目
指
定
)

力

農
村
集
団
電
話

主主
I三3

八
多
喜
地
区
に
も

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

。
使
う
前
に
は
十
分
に
機
械
を

点
検
し
て
お
き
、
特
に
火
力
を

使
う
も
の
に
は
注
意
す
る
。

。
乾
燥
機
の
特
性
を
よ
く
知
つ

て
お
き
、
無
理
な
使
い
万
を
し

な
い
こ
と
。

。
乾
燥
場
は
陽
当
り
の
よ
い
南

側
に
吸
込
口
伊
す
え
つ
け
ど
、

乾
い
た
空
気
が
送
れ
る
よ
う
に

し
、
限
っ
た
空
気
が
ぬ
け
や
す

い
よ
う
窓
を
開
け
て
お
く
。

暑
く
も
な
く
、
ま
た
寒
く
も
な
い

一
年
中
で
一
番
良
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
今
秋
も
大
自
然
の
お
き
て
に

従
っ
て
、
サ
ザ
ン
カ
は
、
緑
の
葉
の

中
に
清
楚
(
そ
)
な
白
色
単
弁
の
花

伊
沢
山
に
咲
か
せ
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
は
根
廻
り
一
・
一
一
一
メ

ー
ト
ル
。
地
上
六
0
セ
ン
チ
の
と
こ

ろ
で
二
幹
に
分
れ
、
幹
の
自
通
り
周

九
一
セ
ン
チ
と
八
0
セ
ン
チ
。
高
さ

九
・
五
メ
ー
ト
ル
。
枝
の
長
さ
は
東

へ
四
・
=
一
メ
ー
ト
ル
、
西
へ
四
・
三

高
さ
九
、
五
メ
ー
ト
ル
の

宇
津
の
サ
ザ
ン
カ

メ
ー
ト
ル
、
南
へ
四
・
四
メ
ー
ト
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辺
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。
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ザ
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。
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